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－１－ 

組織部長 小沢 繁之 

 

 ご案内のとおり、４月２９日は本会の「定時代議員総会並びに総会」が開催されます。今

回で８１回を数えるこの総会は私たちの活動の歴史を物語っている大切な会議であること

は会員の皆様もご存知のとおりです。本会にとって最高の議決機関であるこの総会には、

会員であればどなたでも出席して意見を述べたり意思を表明したりすることができること

は皆様ご存知のとおりです。 

 平成２４年度は本会にとって変革の年になると考えられます。公益社団法人への移行は大

詰めを向かえ、社会の動向にも対応が必要になるでしょう。私たちの仕事と私たちの持っ

ている国家免許に基づく私たちの知識と技術は国民の皆様の健康管理と健康回復に多面的

に活用されることになるでしょう。東日本大震災に関するボランティア活動などは最近の

事例ではないでしょうか。 

 そこで「私たちはこれからどのような目的を持ち、どのように活動していくことが必要

か」ということを改めて考え、検討し「神奈鍼のグランドデザイン」の作成に取り組まな

ければならないと考えます。日本医師会をはじめ医療関係団体はもとよりあらゆる組織が

社会に向けて自らの活動や活動目的、社会貢献などをグランドデザインとして表明してい

ます。私たちも私たちのグランドデザインを作成していきたいと考えます。 

 今年の総会終了後１時間程度会員の皆様との意見交換の時間を持つことからスタートし

たいと思い多くのご出席をお願いし、ご発言をいただきたくお願いいたします。 

 グランドデザインは短期間に完成できるものではありませんが一歩ずつ検討をかさね、

私たちの社会に対する提言を築いていきたいと考えております。 

 会員の皆様のご出席をお待ちしております。よろしくお願いいたします。 

 

これからのこと、 

みんなで考えたいのです。 

これからのこと、 

みんなで考えたいのです。 
 



 

  

                  

 

 

 

 

                                                                                  

                                                 

                                                

 

 

 

               

 

 

                                      

 

 

 

 

          

され副会長としての女房役から役割が変わ

り、責任を全うするには今まで以上に役員を

はじめ会員の意見を聞くこととした、が最終

決断は常に自分がすることで後悔をしない

と決めた。会創設以来続いている会長宅が事

務所としてきたが、理事会や保険の審査会等

を自宅で行うことの大変さを感じて事務所

を新設する必要を理事及び師会長・代議員へ

訴えた。事務所の必要性については全員が直

ぐに理解していただいたが、さてこれまでの

会費の中では事務所の維持ができないので

必然的に会費の値上げが生ずることには丁

寧な説明をした上で説得に努め、師会長・代

議員・会員のご理解をいただいた。平成９年

３月には神奈川県医療整備課長、県議会議員

及び全鍼師会副会長をお迎えして本会会員

有志をもって事務所の開設披露を行うこと

ができ社団法人としての体裁が整った。会費

値上げにもかかわらず多くの会員より良か

ったとの評価をいただき大変うれしく感じ

たことを思い出す。定款の変更、保険局の改

革等々と自分なりに合格点を貰えるのでは

ないかと考えている。 

退任にあたり、今まで関わっていただいた

全ての会員に深甚なる感謝を申し上げます。

後任の役員には都道府県師会の中で最大の

会員数を持つ師会としての責任を果たして

いくことを期待している。 

これからは公益社団法人全日本鍼灸マッサ

ージ師会の会長としての役職を全うするこ

とに専念してまいりますので今後とも宜し

くご協力をお願い申し上げます。 

本会の代議員の経験が全くないまま、昭和

５５年４月総会に於いて、地元（横浜）第２ブ

ロック長より理事候補になるようにと言わ

れた。ブロック長は、候補である杉田は県内

で名前も知られていないので選挙で当選す

るわけ無いからと言われたことに納得して

いた。県内６ブロック長が話し合いによる調

整をしたのか候補者数と理事定員が同数で

あった。結果は選挙が無く当選となった。あ

まりにも組織の現状を知らなかった自分に

愕然とした。 

初めの頃、ブルゾンを着て理事会に出席し

てひんしゅくを買ったり、「あはき業」以外

の社会を経験した会員の不満を聴いて納得

したりと理事に就任しなければ勉強するこ

とがなかった諸々の経験を積むことができ

ることはラッキーだと考えることにした。 

一期目保険部長が終了する頃には、すっか

り組織人としての思考が習慣になっていた。

二期目には思いもよらない総務部長を命じ

られた。本会からの通知は謄写版印刷であり、

３～４枚のガリ版の作成から印刷まで１,０００枚

以上と時間と労力を掛けて能率の悪さは言

葉に出来ないほどであった。組織改革を目指

して次々に提案をするのだが、これがなかな

か受け入れられないのでストレスが益々昂

じてくるし、理事を辞めるしかないかなと考

え出した時にある人から、もう諦めたのか、

そんなに強い意欲はないのか、辞めてしまえ

といわれた。これから決して急がないが、改

革は絶対に諦めないと決めた。 

平成８年総会で理事の互選で会長に選任

杉田 久雄 

－２－ 

 

退 任 に あ た り 
（３２年の思い出） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３－ 

 

第４回学術講習会報告書 
 

日 時：平成２４年２月５日（日）１３時～  場 所：てくのかわさき 

 

【第１部】 演 題：スポーツ講習会「現場での鍼・マッサージ」 

         講 師：神奈川衛生学園専門学校  朝日山 一男 先生 

【第２部】 演 題：「花粉症について」 

         講 師：佐久間耳鼻咽喉科クリニック 佐久間 惇 先生 

【第３部】 演 題：「顎関節症について」 

         講 師：神奈川歯科大学顎口腔機能修復科学講座 宮本 績輔 先生 

 

第２部 

Ⅰ．基礎知識 

花粉症とアレルギー性鼻炎って？ 

アレルギー反応とは免疫反応が、特定の抗

原に対して過剰に起こること。免疫反応は、

外来の異物（抗原）を排除する為に働く、生

体にとって不可欠な生理機能。 

Ⅱ．診療の実際 

 1.症状から（くしゃみ、鼻汁、鼻閉） 

2.鼻粘膜の状態 

3.期間（季節性か通年性か？） 

4.随伴症状（目のかゆみ） 

5.感染の除外 

→アレルギー性鼻炎、花粉症を疑い検査へ 

Ⅲ．治療 

 ①患者とのコミュニケーション  

②抗原の除去と回避  

③薬物療法 

 ④特異的免疫療法  

⑤手術療法      などがある。 

 

③薬物療法の例として、経口ケミカルメディ

エーター遊離抑制薬は初期療法に適し、第１

世代抗ヒスタミン剤は、くしゃみ・鼻汁に有

効で即効性がある。第２世代抗ヒスタミン剤

は、くしゃみ、鼻汁に有効で現在主流の薬剤

となっているとのこと。 

④特異的免疫療法とは、患者さんのアレルギー

の原因となっているアレルゲンのエキスの

注射をごく少量から開始し、少しずつ量を増 

第１部 

モデルの内田先生は、左肩関節の運動制限

が存在し、又、全体的に関節も固く、実際の

怪我された方に近かったので、リアルに実技

指導が受けられて素晴しかったです。 

    

例）上腕二頭筋長頭腱炎 
 

現場において、鍼灸マッサージは一つの手

段にすぎない。しかし、鍼灸マッサージの効

果を知ってもらう良い機会である。 

応急処置からコンディショニング・パフォーマ

ンスの向上が出来る鍼灸マッサージ師に！ 

現場で必要とされるトレーナーになりまし

ょう！ 
 

闇雲に無資格の人を攻撃するのではなくて、

素晴しい、高い技術を持った鍼灸マッサージ

師がどんどん前に出て行く事によって、淘汰

されていく事が望ましい。 



 

  

－４－ 

やしていき、アレルギーが起きないように慣

らしていく治療法。減感作療法と言われ、体

質改善する根本的治療方法。有効性はハウス

ダスト・ダニで８０～９０％、スギで７０％程度

とのこと。 

⑤手術療法の例として、鼻内部のアレルギー

を起こす部分の粘膜にレーザー光線を照射

したり、薬剤を塗布し、焼灼によりその部分

を変性させる粘膜焼灼という方法がある。鼻

閉を取るのが目的で、数ヶ月から２年ほど効 

果が持続する。 

 

Ⅳ．これからの治療方法 

スギ花粉症に対する舌下免疫療法 

 スギ花粉を含むエキスを舌下に置いたパ

ンくずに滴下し、数分保持する。１２月から開

始して最初の４週間は毎日１回、花粉飛散期

終了まで週１回行なう。３～５年間は毎年続

けて行なう。有効率７０～８０％とのこと。 

 

◎ 感想：昨年４月、突然スギ花粉症デビューし

て驚愕した私には、非常に参考になった、と

てもありがたい講義でした！ 

 

第３部 

Ⅰ．顎関節症に対する治療の基本 

①自然治癒傾向を示す疾患で、７割以上の人

が半年程度で自然治癒していく。 

②初期治療は可逆的治療法を選択するのが 

良い。 

③メカニカルストレスの部位を診断し、除去

すること が、治癒の過程に乗せること になる。 

④治療の目標は、症状が生活に支障の無いレ

ベルまで軽減し、症状が再発しない状態にま

で顎口腔系を整えることである。 

Ⅱ．治療上の問題点 

顎関節症の３主臨床症状である「疼痛」「雑

音」「開口障害」。この臨床症状の改善と病態

とが必ずしも相関しない。 

Ⅲ．治療に必要な診断 

治療にあたっては、何が原因で顎関節症が

発症するのかを明確化する。その上で、 

①現状を把握するための病態診断。  

②再発防止のための発症メカニズムの診断。 

③具体的な治療目標設定のた めの予後の診

断。 

が必要。 

 

Ⅳ．診断基準と症例分類 

1.鑑別診断の順序  

①顎関節疾患以外の疾患との鑑別 

→②顎関節症以外の顎関節疾患との鑑別 

→③顎関節症の症型分類 

・顎関節症の症型分類 

  Ⅰ型：咀嚼筋障害が主徴候 

  Ⅱ型：関節包・靭帯障害が主徴候 

  Ⅲ型：顎関節円盤障害が主徴候 

    ・Ⅲa型（復位型） 

    ・Ⅲb型（非復位型） 

  Ⅳ型：変形性関節症で退行性変性が 

主徴候 

  Ⅴ型：Ⅰ～Ⅳ型に該当しないもの。 

＊顎関節症の系統診断手順は、Ⅳ型→Ⅲ型→

Ⅰ型→Ⅱ型→Ⅴ型とし、規定の診断基準にし

たがって判定していく。 

Ⅴ．セルフケア指導（認知行動療法）  

 日常の生活習慣や行動の見直しすること

で、患者さん自身により、顎口腔系の力のコ

ントロールを図ってもらう。 



 

  

－５－ 

【指導内容】 

固い食品を避け、軟性食品を１口２０～３０

回程度咀嚼する。食事は時間をかけて、睡眠

時は仰臥位が望ましい。歯ぎしりが顎関節と

筋に負担をかけていることを認識してもら

い、就寝時のセルフコントロールによりリラ

ックスして眠るよう心掛けてもらう、等々。 

Ⅵ．顎を安静に保つための日常の注意事項 

①悪習慣をやめる、②顎運動制限、③軟食、 

④健側咀嚼、⑤スプリントの装着、⑥入浴、 

⑦ストレスマネージメント 

Ⅶ．患者教育 

・治療を受けなくても半年程度で７割以上の

人が緩解する。 

・原因となっている顎への力を軽減すれば症

状は緩解し治ってくる。 

Ⅷ．スクリーニングとしての筋の触診法（実技） 

1.診査時の体位は患者水平位。 

2.手指圧のかけ方は、左右の筋に均等な手

指圧がかけられる双指法が基本。 

3.診査に用いる手指は左右の第２指（人差

し指）を用い、適正手指圧は 1000ｇを基本。 

◎感想：顎関節症は患者さんでも比較的多く

みられ、特に実技の触診が、具体的に何処を

どうやって触診すればよいか、わかり易く説

明して頂いてとても参考になりました。 

 

第 1 ブロック学術委員 宍戸 真弓 

平成 23 年度 地域健康つくり指導者研修会報告 
 

本年度も４回の地域健康つくり指導者研修会を行い、以下の先生方に修了証、およ

び認定証が授与されることとなりました。         （敬称略、５０音順） 

 

≪修了証≫ ３７名 

【川崎】 伊勢山竹雄、小川眞悟、宍戸真弓 

【横浜】 内田豊彦、小沢繁之、金革起、熊澤弘充、佐藤博由、嶽肩睦子、 

嶽肩ヤス子、田中八郎、渡邊潤 

【鎌倉逗葉】 内野孝宏、樫村葉子、沢田昌子、新保貴裕、鈴木香緒里、 

林秀卓、船瀬尚子、宮前俊美 

【横須賀三浦】  渡辺康昭 

【藤沢】 岩屋仁、設楽妙子、遠山繁、西村博志、 

【茅ヶ崎寒川】  阿部トミ子 

【秦野】 斎藤克己、山博勝   【中郡】 朝日山一男 

【厚木】 小野久雄       【大和】 知久京子 

【小田原】 今井吉則、松崎育雄  【湯河原】 白鳥淳子 

【足柄上】 三鍋太朗       【相模原】 関野喜代晴、深澤要 

 

≪認定証≫ ７名 

【川崎】 小川眞悟       【鎌倉逗葉】 林秀卓、柳瀬禎子 

【藤沢】 岩屋仁        【平塚】 磯崎弘夫、平井伸幸 

【中郡】 朝日山一男、 
 
平成２４年度も、４回の講習会を予定しております。ふるってご参加ください。 

詳細は、後日送付されます「平成２４年度 生涯研修認定講座 予定表」をご覧ください。 
 

報告者 林 秀卓 



 

  

－６－ 

学術部からのお知らせ 
 

＜平成２３年度の受講者カードの送付について＞ 
 

受講者カードの送付期限は平成２４年３月２２日までとなっております。まだ送付されて

いない方は下記事務所まで至急ご送付くださいますようお願いいたします。 

 

送付先：〒231－0056 横浜市中区宮川町２－５５ ルリエ横浜宮川町 304 号  

神奈川県鍼灸マッサージ師会  

 

平成２４年度  

第１回学術講習会開催のご案内 
 

■日 時：平成２４年６月３日 (日)  １２：３０開場 

■会 場：横浜市技能文化会館   横浜市中区万代町 2 丁目 4 番地 7 

JR 根岸線 関内駅南口徒歩 5 分  

横浜市営地下鉄 1 号線 伊勢佐木長者町駅徒歩 3 分  

 

【第１部】 １３：００～１６：００ 

演 題：「施術所経営に役立つ経営セミナー」 

講 師：ビジネスコーチング（株）取締役  吉田 有 先生 

 

【第２部】 １６：１５～１７：００ 

演 題：「地域健康つくり指導者研修会」 

講 師：介護予防研究委員  林 秀卓 先生   

 

 
今年度の第１回講習会は、ビジネスコーチングの吉田有先生をお迎え致します。 

私たちの施術所経営に役立つ講義内容となっておりますので奮ってご参加

願います。 
 
神奈鍼の講習会は、会員 1,000 円、準会員・学生 500 円、非会員は 5,000 円とな

りますのでご了承願います。より良い講習会となるよう努力して参りますので、講

習内容や新たな企画案があれば学術部へお知らせ願います。 

 

＊参加者は受講カードをご持参願います。 



 

  

 

 

－７－ 

地域を癒して１世紀 

小田原鍼灸マッサージ師会が１００周年！ 
 

小田原鍼灸マッサージ師会が創立１００周年を迎え、９月２９日にヒルトン小田原で記念式

典を執り行った。 

 式典には、加藤憲一小田原市長や杉田久雄神奈川県鍼灸マッサージ師会会長をはじめ、

県内の鍼灸マッサージ師会の会長ら多数の来賓と会員５４名が出席。 

 あいさつに立った奈良会長は「１００周年という大きな節目を迎えることが出来たのは、

多くの先人たちによる献身的な努力の積み重ねと関係者の温かいご支援のおかげ」と謝辞

を述べ、「市民の皆様に鍼灸マッサージを代替医療として認めてもらい活用していただけ

るよう、会員一同、日々の施術に精進し、次の１００年に向け、努力を続けたい」と抱負を

語った。 

 また、式典では功労賞と感謝状の表彰も行われた。 

本会は、１９１１年（明治４４年）に小田原鍼灸あんまマッサージ組合として発足。 

高橋八百蔵氏が初代会長を務め、会員数は１０数名だった。 

１９９５年（平成７年）に現在の小田原鍼灸マッサージ師会に改称した。 

１９９８年の「かながわ・ゆめ国体」への協力のきっかけに地域ボランティアに積極的に参画。 

小田原市はり・マッサージ助成券の活用など行政への協力にも取り組んでいる。 

今後、さらなる発展を期待する。 

 

 

第５ブロック師会長会議 

 

１月１９日 午後３時～５時 小田原市民会館５階にて開催しました。 

出席 箱根師会 ２名 小田原師会 ３名 湯河原師会 ４名 

    足柄上師会 １名   計１０名 

【議 題】 

会計報告並びに３年度会務報告 

山田全鍼理事報告 

梅田神奈鍼理事報告 

鈴木神奈鍼報告 

平成２４年度学術大会発表者の選出 

平成２４年度第５ブロック学術講習会の件 

平成２４年役員改選に伴い役員の選出     その他  時間内に終了 

 

 

ブロック広報委員 白鳥 淳子 



 

 

  

－８－ 

小田原師会 安藤 誓子 
 

本年度も、小田原師会は小田原市の「健康フェスティバル」と山北町の「キッズ・カーニバ

ル」にボランティアの協力をいたしました。 

アンケートを実施しましたので結果をお知らせします（毎回実施）。 

 

☆健康フェスティバル 
 

＜２０１１年１０月１５・１６日＞     利用者→合計 １５７名  
 
小田原市健康福祉センターにて「生きがいふれあい健康フェスティバル」に参加。 

高齢者の受診者が多いのが特徴です。 

各日共に１０～１５時・ベッド数４台「はり・マッサージ」実施、協力会員は１５名 

 Ｑ 国家資格と知っていますか？ はい→１２１名（７７％)   いいえ→ ３６名 

 Ｑ 整体が無資格と知っていますか？  はい→３６名(２３％)  いいえ→１２１名 

 Ｑ「あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師」の資格について…。 

   治療を受けた方でさえ、知らなかったという現実がありました。 

   施術経験は毎回マッサージが１番多い中、整体との区別がつかないという声も聞きました。 

＝＝＞相変わらず毎年同じ結果でした。我々の努力不足！？ 

今回、学術講習会と重なり、協力会員の募集に苦労しました。 

１０年以上続くイベントのため、リピーターも多く理解が高いと思います。 

３年前から他のブースの看護学生が積極的に体験に来ており好評を得ています。 

（将来看護師になる人達ですので大きな布石になると考えています。私たちも腕の見せ所で

すネ） 

 

☆キッズカーニバル 
 

＜２０１２年１月２９日＞    利用者→４３名 
 

山北町健康福祉センターにて「キッズ・カーニバル」に参加。 

乳幼児の子育て中のお母さんが多いのが特徴です。 

１０～１３時・ベッド数４台「子育て応援マッサージ」実施、協力会員は５名   

 Ｑ 国家資格と知っていますか？   はい→２２名(５１%)  いいえ→２１名 

 Ｑ 整体を無資格と知っていますか？ はい→１２名(２８%)  いいえ→３１名 

＊３年前から参加。就園就学前のお子さんを持つ若い層にアピールできます。 

  （皆さん子育てで夫婦共々疲れていらっしゃるようです） 

＊利用者の方にはマッサージの他、日常生活の注意点などアドバイスしたことにも感謝の言

葉がアンケートに多かったです。 

 

両アンケートを比較すると、若い世代の方が国家資格について認識が浅いかもしれません

ネ。なお、会員のボランティア参加費を会員の協力と御理解を戴き「東日本大震災」の寄付金

として赤十字に送らせて戴いております。 

✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥ 

✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥✥ 

 

 



 

  

－９－ 

 

荒井  務 

２月１８日（土）昨年に続き第５回日産スタジアム駅伝マラソン大会に神奈鍼師会として

施術参加しました。 

今回は神奈鍼師会会員の参加が昨年より少なく１０名、外部として神鍼会会員１名でした

が、呉竹学園より教員と研修生８名、東京衛生学園の臨床教育研修科２名が参加して頂き

総勢２１名にて開催しました。施術場所は主催者にてトレーナー室にベッド６台を用意して

頂き、被施術者は昨年（９６名）より多い１３８名に施術をしました。 

今年は選手の円皮鍼施術は駅伝マラソン大会スポンサーのファインテン㈱がチタンのパ

ワーテープを走者に使用するため中止となりました。今回も初めての参加者が多くいまし

たが、すぐに慣れ順調にはり・マッサージによる選手のコンディショニングに貢献するこ

とができました。 

 

去る２月２６日（日）、第２回藤沢市民マラソンが、 

約８，０００人の市民ランナーの参加で盛大に開催さ 

れた。 

江の島をスタートし、国道１３４号線浜見山交番 

前を折り返しとするコースだ。この日は、今にも 

雨が落ちてきそうな曇天で気温も上がらず、寒さ 

厳しい天候だった。藤沢師会では“はりきゅうマッサージコーナー”を設け、１７人体制で

施術を行った。午前８時から正午までの間に、１７４名を施術した。時間の制限もあり、多

くのランナーの施術をお断りをしなければならないという盛況ぶりだった。今回初めての

試みであったが、来年以降も施術者を増やし継続して行うことを確認した。 

 

 

  

  



 

  

－１０－ 

 ３月１１日、梅の花がやっと満開になった、寒く曇りの天候のなか、第２５回小田原尊徳マ

ラソンが開催されました。毎年第５ブロックの先生方を中心に、今年も県下の２３名の先生

と神奈川衛生学園専門学校の生徒１１名が選手のサポートを行いました。 

 １０ｋｍとハーフマラソンの参加選手に、走行前、円皮鍼（パイオネックス）を１３５名添

付しました。走行後多くのランナーが「自己新が出ました」と喜びを訴えていました。 

 また、マッサージ・鍼施術は１６０名でした。円皮鍼、鍼灸マッサージ共に、リピーター

も多かったのですが、初めての人も多かったにもかかわらず、アンケートでもマッサージ・

鍼に高い評価をしていました。施術を通じマラソンの調整には、鍼灸マッサージが適して

いることを多くのランナーに実感していただきました。今後も一人でも多く選手のために

サポートをしていきたいと思います。 

 

第５ブロック広報 白鳥 淳子 
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ご加入できる方は、鍼灸マッサージ師等に従事している方（ご家族・従業員の方を含む） で、 

20 歳以上 50 歳未満の国民年金の第１号被保険者として保険料を納めている方です。 

基金加入時点で、国民年金の保険料を免除（半額免除等を含む）されている方は、ご加入できません。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 老後までトク 

●掛金は全額所得控除 

●掛金は自由に設定 

 

 老後からトク 

●基本は終身、だから一生涯お受取り 

●万が一の時にはご家族に一時金も 

詳しい資料のご請求は 

フリーダイヤル ０１２０－１５１２８９（土・日・祝日を除く 9：00～17：00） 

http://www.hari-kyuu.org/（ＨＰリンク先での資料請求は 24 時間受付） 
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♣ 藤 沢 師 会  草柳 令奈 様 

♣ 鎌倉逗葉師会  林  秀卓 様 

♣ 鎌倉逗葉師会  草柳  成 様 

♣ 浜 鍼 師 会  河野 洋輔 様 

 

 

 

師 会 名 会員番号 氏  名 入会年月 

浜 鍼 4264 北 野 しげの H24 年 01 月 

浜 鍼 4265 飯 田 宏 充 H24 年 01 月 

浜 鍼 4266 五十嵐 惣 一 H23 年 12 月 

鎌倉逗葉 4267 長谷川   仁 H24 年 01 月 

浜 鍼 4268 塩 野 卓 也 H24 年 01 月 

浜 鍼 4269 能 登 綾 子 H24 年 01 月 

 

師 会 名 会員番号 氏  名 入会年月 

浜 鍼 4270 佐々木 茂 晴 H24 年 01 月 

藤 沢 4271 富 田 真 弓 H24 年 02 月 

相 模 原 4272 池 田 聖 子 H24 年 02 月 

平 塚 4273 道 海 悦 子 H24 年 02 月 

藤 沢 4274 穂 保   浩 H24 年 03 月 

川 崎 4133 武 田 朋 也 H24 年 02 月 

 

入会者名簿（会報第 133 号以降） 

退会者名簿（会報第 133 号以降） 

師 会 名 氏  名 退会年月 

浜 鍼 飯 野 詮 芳 H23 年 12 月 

浜 鍼 桜 井 哲 也 H23 年 12 月 

浜 鍼 松 元 榮 子 H23 年 12 月 

鎌 倉 逗 葉 熊 崎 幸太郎 H23 年 12 月 

川 崎 長谷川 卓 也 H23 年 12 月 

湯 河 原 菱 山 盛 子 H23 年 12 月 

藤 沢 田 代 トシ子 H23 年 12 月 

藤 沢 田 代 惠 子 H23 年 12 月 

秦 野 黄 村 孝 龍 H24 年 01 月 

川 崎 佐 藤 芳 美 H24 年 01 月 

川 崎 日 高 麗 美 H24 年 01 月 

川 崎 佐 藤 隆一郎 H24 年 01 月 

茅ヶ崎寒川 廣 田 守 邦 H24 年 01 月 

秦 野 高 橋 栄 吾 H24 年 01 月 

 

師 会 名 氏  名 退会年月 

湯 河 原 力 石 紀 子 H24 年 01 月 

藤 沢 櫻 井 豊 人 H24 年 01 月 

平 塚 尾ヶ瀬 汐 里 H24 年 02 月 

平 塚 山 門 誉 宗 H24 年 02 月 

平 塚 松 永 重 己 H24 年 02 月 

平 塚 山 口 裕 司 H24 年 02 月 

平 塚 宮 崎 富美子 H24 年 02 月 

浜 鍼 相 馬 弘 子 H24 年 02 月 

平 塚 馬 場 大 輔 H24 年 02 月 

平 塚 橋 本 安 弘 H24 年 02 月 

平 塚 櫻 井 恵理香 H24 年 02 月 

浜 鍼 金剛地 和 子 H24 年 02 月 

浜 鍼 伊 藤   弘 H24 年 02 月 

平 塚 福 岡   操 H24 年 02 月 

 


